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 これまで HKBP(バタック・キリスト教プロテスタント教会)は 10 人以

上の人材をアジア学院に送ってきていて、その多くがデボラの紹介によ

るものだ。帰国後、アジア学院で学んだ技術を使って活動している何人

もの卒業生がいる。エミー・ラジャグクとサウリ

ナ・ソリンは孤児と売春児の活動に関わっている

し、レインジャスティン・グルトムは HKBP の地

域開発部長を務める。オステン・マトンダンは

HKBP のヘファタ障がい者センターを運営してい

る。彼はそこに菜園を導入し、それにより新鮮な

農産物の他に、意味がありかつ治療を兼ねた活動

を入所者に提供している。地域づくりという目標

を追求するため HKBP の役職を辞める決意をした

卒業生が 2人いる。新しい研修センターの創設と

いったチーム プロジェクトを通じて HKBP 内の卒

業生をまとめていきたいとデボラは願っていたの

だが、今はそれよりもコミュニティごとに小さな

プロジェクトを組んでいくほうが実践的であると考えている。 

 HKBP 内での数々の闘いに遭遇してきたデボラではあるが、この教会を

心から愛し、その中に留まって仕えていく決意だ。指導的立場にある女

性として”理性・マインドよりも心情・ハートで“動いていると批判さ

れることがある。しかし彼女自身は、心情こそがより忠実なガイドの役

割を果たしてくれることを知っている。そして HKBP の農村教会と農村地

域に仕えていくことは神の召命だと考えている。気が滅入る時は日本に

居る夫のことを思い浮かべ、すぐにでも一緒で暮らしたいと思うのだ

が、夫の言葉が頭をよぎり、それが力強い支えとなっている。「あなたは

すでに HKBP に身を献げてきた。HKBP に献身した身だ。日本よりも HKBP

があなたを求めている。あなたが来なくても日本で夫は一人でやってい

けるが、HKBP にはあなたが必要だ。」 

 

 ということで家内の働きが紹介されています。この中に登場する

「夫」というのは私ですが最近は忘れっぽくなったので「どうよ、私そ

んなこと言った?」というようなことが書かれています。当初の予定では

家内が日本に住んでルーテル教会を貸して頂いて日本に住むインドネシ

アの人たちに礼拝をしようかという考えもありましたが、HKBP もそうは

簡単に家内を日本へは送りません。国は違ってもお互い「社会福祉」と

いう内容の仕事をしていて、それが似た者夫婦と言うものなのかもしれ

ません。 

 

 昨年の 10 月に久しぶりにインドネシアに行ってきました。彼女が担当

した引退牧師のためのゲストルームの落成記念式典出席と長女の誕生日

祝いが主な目的でした。落成記念式典といってもまだ建物の壁面はレン

ガ剥きだしで、まぁそんなものかな。朝から大勢の教会関係者が集まっ

て記念礼拝、食事に続いていろいろな方々のご挨拶が続きました。アジ

ア学院の卒業生たちも多く集まって、こういう行事

などでのつながりを見るとやはり家内は母国で仕事

をした方が賜物が活かされていると思います。 

 

 さてこの家内が 4月に 1週間来日を予定していま

す。教会の仕事の一環で HKBP の関係者と共に来るよ

うなのですが、このアジア学院の入学式に出席する

感じです。来年度も HKBP の関係者がアジア学院で学

びの時を過ごすのです。空港まで迎えに行かなきゃ

ならないかとか、出費がどうなるか、などどういう

1週間になるのか大変に不安です。 

  

 ところがさらに大きな不安が 6月にありまして、

娘たちの休みを利用して今回は何と 1か月ほどの日本滞在を計画してい

ます。長女中学 2年、次女中学 1年ですが、この休みの後進級します。

日本語を勉強したいということで、今、私が軽井沢で出席している教会

の外国人宣教師の方に状況を伝えて適当な方を探して頂いているところ

です。軽井沢はもともと宣教師によって栄えた土地なのでこちらに住ん

でいる外国人、日本語と母国語のバイリンガルの方が大勢おられます。

どなたか良い日本語教師が見つかればよいと思っているところです。そ

れはそうとして、こっちは 1週間は大丈夫としても 1か月の休みは取れ

ないよ…ということで、その間犬はどうするか? 滞在場所はどうするか? 

私の仕事のスケジュールとどう組み合わせるか? 食事は? 経費は? など

という状況になっています。まだ詳しいスケジュールが出ていませんが

良い方向に動くことを希望しています。聖パウロにも出席出来ると良い

ですが…。        (軽井沢に住むルーテル教会員・宇野 仰) 

(写真は左・次女 南海(みなみ)中 1、デボラ、長女・トバ湖  中 2 軽井沢
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